
 

 

 

 
「福祉の吹田」、「子育てするなら吹田」を取り戻そう 

一
斉
地
方
選
挙
が
始
ま
り
ま
す
。
前
半
戦
（
４
月
３
日
告
示
、

４
月
１
２
日
投
票
）
は
府
議
会
議
員
選
挙
、
後
半
戦
（
４
月
１

９
日
告
示
、
４
月
２
６
日
投
票
）
は
市
長
選
挙
都
市
議
会
議
員

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
は
、
安
倍
政
権
の
暴
走
に
ス

ト
ッ
プ
を
か
け
る
選
挙
、
そ
し
て
、
大
阪
で
は
「
維
新
」
政
治

に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
選
挙
で
す
。 

 

何
よ
り
も
清
潔
な
人
を
庶
民
の
代
表
に 

安
倍
政
権
の
官
僚
が
補
助
金
交
付
企
業
か
ら
政
治
献
金
を

受
け
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
安
倍
首
相
６
社

２
３
８
万
円
、
林
農
水
相
２
社
６
０
万
円
、
望
月
環
境
相
１
社

６
７
０
万
円
、
上
川
法
相
１
社
１
５
０
万
円
、
岸
田
外
相
１
社

２
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
賄
賂
で
す
。
私
た
ち
の

税
金
が
還
流
し
て
い
る
こ
と
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
潔
く
辞
任
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
無
責
任
内
閣
が
暴
走
政
治
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
吹
田
市
で
も
、
こ
こ
２
代
に
わ
た
っ
て
市
長
の
「
政

治
と
カ
ネ
」
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。
前
市
長
が
ゼ
ネ
コ
ン
会

社
と
の
関
係
で
問
題
と
な
り
、
現
市
長
が
後
援
会
企
業
や
自
民

党
支
部
と
の
関
係
で
市
議
会
か
ら
２
度
も
問
責
決
議
を
受
け

て
い
ま
す
。
今
度
の
選
挙
で
は
清
潔
な
市
長
や
議
員
を
選
び
ま

し
ょ
う
。 

「維
新
」流
で
は
景
気
は
よ
く
な
ら
な
い 

 

中
小
企
業
の
支
援
と
福
祉
の
充
実
で
景
気
対
策
を 

「
大
阪
都
」
構
想
と
は
、
①
（
「
都
」
に
は
な
ら
ず
「
府
」

の
ま
ま
）
大
阪
市
を
解
体
す
る
②
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
て

生
活
が
壊
さ
れ
る
③
一
人
の
指
揮
官
が
大
阪
府
の
財
政
と
権

限
を
握
る
こ
と
で
す
。
将
来
的
に
は
周
辺
自
治
体
で
あ
る
吹
田

市
等
も
「
大
阪
都
」
に
編
入
し
よ
う
と
目
論
ん
で
い
ま
す
。
そ

う
す
る
と
吹
田
市
は
な
く
な
り
、
吹
田
市
の
財
政
の
多
く
が

「
大
阪
都
」
に
吸
い
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
を
変

え
て
も
大
阪
の
景
気
が
よ
く
な
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
営

化
し
た
り
、
公
務
員
の
人
数
を
減
ら
し
た
り
、
給
料
を
下
げ
た

り
し
て
も
景
気
は
よ
く
な
り
ま
せ
ん
。
「
維
新
」
流
の
政
治
で

は
、
先
人
が
築
き
上
げ
て
き
た
も
の
を
壊
す
だ
け
で
す
。 

景
気
を
良
く
す
る
た
め
に
は
、
庶
民
の
懐
が
温
か
く
な
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
今
、
多
く
の

人
々
の
雇
用
が
不
安
定
で

す
。
こ
れ
で
は
安
心
し
て
消

費
に
お
金
を
使
え
ま
せ
ん
。

中
小
企
業
や
小
規
模
事
業

者
を
支
援
し
て
雇
用
の
場

を
広
げ
る
べ
き
で
す
。
大
阪

は
中
小
企
業
の
ま
ち
で
す
。

こ
こ
を
元
気
に
し
て
こ
そ

雇
用
も
景
気
も
よ
く
な
り

ま
す
。 

福
祉
を
バ
ラ
マ
キ
と
言

う
人
が
い
ま
す
が
と
ん
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
福
祉
は
景

気
対
策
、
立
派
な
地
域
経
済

振
興
策
で
す
。
福
祉
を
充
実
す
れ
ば
消
費
に
お
金
を
使
う
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
お
金
が
地
域
で
循
環
し
て
景
気
が

よ
く
な
り
ま
す
。 

市
役
所
職
員
の
削
減
賃
下
げ
は
自
治
に
逆
行 

吹
田
市
職
員
の
４
割
以
上
が
非
正
規
の
職
員
で
す
。
給
料
も

大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
４
年
近
く
新
卒
採
用
も
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
、
優
秀
な
方
、
や
る
気
の
あ
る
方
は
他
の

自
治
体
や
民
間
に
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
維
新
の
会
が
大
阪
府

の
教
員
攻
撃
を
執
拗
に
繰
り
返
し
た
た
め
に
、
大
阪
で
教
員
に

な
ろ
う
と
す
る
若
者
が
減
っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
吹
田
市
で

も
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。
公
務
員
は
安
心
安
全
で
平
穏
な
住
民
生
活
に
欠
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
存
在
で
す
。
民
間
会
社
で
、
社
員
を
分
断

し
、
そ
の
上
、
待
遇
を
引

き
下
げ
て
い
く
こ
と
で
、

会
社
経
営
が
う
ま
く
い

く
で
し
ょ
う
か
。
一
時
的

に
利
益
を
上
げ
て
も
持

続
的
な
経
営
な
ど
で
き

る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

職
員
を
大
切
に
し
て
こ

そ
、
住
民
生
活
の
応
援
に

力
を
尽
く
す
職
員
が
育

つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
ん
な
政
策
や
考

え
を
持
っ
た
市
長
や
議

員
を
選
び
ま
し
ょ
う
。 

 

伝
言
板 
 

消
費
税
申
告
書
実
務
会 

３
月
23
日
（
月
）
昼
2
時
00
分 

民
商
会
館 

３
月
24
日
（
火
）
夜
7
時
00
分 

民
商
会
館 

 

消
費
税
申
告
書
が
完
成
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
所
得
税
と
分

け
て
消
費
税
の
申
告
を
す
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

法
人
税
申
告
説
明
会 

３
月
24
日
（
火
）
昼
2
時
00
分 

民
商
会
館 

３
月
26
日
（
火
）
夜
7
時
00
分 

民
商
会
館 

 

２
月
か
ら
４
月
決
算
の
会
社
が
対
象
で
す
。 

 

国
保
料
・
住
民
税
の
分
納
相
談
日 

3
月
27
日
（
金
）
昼
1
時
30
分 

吹
田
市
役
所
ロ
ビ
ー
集
合 

 

消
費
税
・
所
得
税
等
の
分
納
相
談
日 

消
費
税
集
団
申
告
日 

3
月
30
日
（
月
）
昼
1
時
30
分 

吹
田
勤
労
者
会
館 

 

（
先
週
の
ニ
ュ
ー
ス
で
会
場
が
内
本
町
コ
ミ
セ
ン
と
な
っ
て

い
ま
し
た
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
） 


